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【会長の熱いメッセージ】

～令和７年度北海道青年農業者会議～
令和8年1月29日（木）～1月30日（金）の2日間、札幌市内で「令和７年度北海道青

年農業者会議」が開催され、全道各地か306名の青年農業者や関係機関が集いました。
1日目にはアグリメッセージ発表・プロジェクト発表が行われました。留萌管内から

は、遠別町４Ｈクラブが「農業のみかた～若手農業者が地域とともに歩む軌跡～」と
題してプロジェクト発表地域活動部門で発表をしました。
惜しくも受賞には至りませんでしたが、ファーマーズトークinRUMOIで発表した時

より聞きやすく発表者の磯部颯さん、補助者の村山孝太さんの練習の成果が感じられ
た発表でした。
2日目にはアグリネットワーク企画研修にて、講演「４Ｈクラブの価値」と題して全

国農業青年クラブ連絡協議会の会長を務めた水野弘樹さんから会長を務めた中で得ら
れた知見や経験について講演がありました。
アグリネットワークの山崎未鈴会長は、開会・閉会の挨拶や運営等、リーダーシッ

プを発揮して北海道農業者会議を盛り上げていました。

緊張したけど、とても
良い経験になりました。

練習通りうまく補助が
でき、リラックスして
挑むことができました。

会長 秋山 雅人

発表者
磯部 颯

補助者
村山 孝太

１月に全道大会があり、遠別から磯部さん・村山さんが地域活動
部門で参加されました。
私は残念ながら応援に行くことができませんでしたが、普段経験

できない緊張感や貴重な経験をしたと本人達から聞いています。こ
の経験を活かし、今後も挑戦を続けることを期待しております。
冬季研修交流会では、この１年間の集大成の会として今季の取組

結果や地域の情報共有ができ、活発な意見交換がされました。
２カ年計画の１年目を無事に終えられたのは、参加された皆さん

のご協力があってのことだと思います。
皆さんの期待に沿えるよう３役一同、より努力して参りますので、

また１年頑張りましょう！
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令和８年２月13日（金）に、留萌４Ｈ連協の冬季交流研修会を開催しました。
４Ｈ連協では、「夢を実現するために２年間で目標を達成する力を身につけよう～農業基礎
技術の向上」のテーマで活動中です。
冬季研修交流会では、昨年の夏季研修会で設定した目標の結果、次年度の目標の発表を行

いました。ヒエ・ミズアオイの防除方法の検討、水管理の失敗を次年度はしない、ＢＳ資材
の効果確認、整備できる機械を増やす、小豆の売り上げを上げる等多岐にわたる目標が発表
されました。
目標の裏側にある背景にも触れられており、会員の皆さんどのような状況で、何を考えて

目標を設定したかを共有された有意義な時間となりました。
研修会後には、焼き肉をして親睦を深めました。

編集後記

★お知らせ★

第２回代表者会議を開催しました。

日時 ３月２日（月）13：30～

場所 ＪＡるもいABC会議室

先日は、令和７年北海道青年農業者会議にご参加
いただきありがとうございました。無事盛会に終え
ることができお礼申し上げます。

令和７年度意見集約会 3月11日13:30～15:00頃
・参加申込、参加費：不要
・Zoom開催

ミーティング ID: 811 2046 4818
パスコード: 489233

全道の青年農業者及び関係機関を対象に、当会の事
業計画、収支決算等の報告後、当会に対する意見集約
をする場を設けます。
全道各地の意見をより一層くんだ状態で運営するこ

とを目指すための会ですので、皆さまの参加をよろし
くお願いいたします。

北海道アグリネットワーク
（北海道４Hクラブ連絡協議会）副会長 山崎未鈴

今後のスケジュール

ファーマーズトークの時に山崎指
導農業士が講演で「留萌は少数精
鋭」と言ってくれたことが今でも心
に残っています。私自身、青年達に
パワーをもらいながら日々の活動を
進めており、感謝感謝です。
遠別４Ｈは受賞しませんでしたが、

それまでに歩んだ努力はなくならな
いと思うので、これに懲りずに取り
組みを管外へと発表してくれればと
思っています。
留萌サイコー！ （TM記）


